
会場 コート

Team A Team B Team A Team B

30 1Q 16 22 1Q 16
19 2Q 23 14 2Q 16
39 3Q 9 16 3Q 14
21 4Q 16 18 4Q 18

OT OT

Team A Team B Team A Team B

20 1Q 12 19 1Q 20
23 2Q 18 16 2Q 21
31 3Q 18 28 3Q 22
32 4Q 11 32 4Q 19

OT OT

女子準決勝① 女子順位決定戦①

男子準決勝① 男子順位決定戦①
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両チームともハーフコートマンツーからスタート。開始直後、紅陵＃５
渡邉の３Ｐで流れを作るが、幕総＃５宍倉のリバウンドからゴールし
たシュートをきっかけにリバウンドからの速攻が何本も決まり、流れ
を掴んだ。対して紅陵はドライブを仕掛けるがミドルシュートが決ま
らず、流れは幕総のまま２０－１２で第１Ｑ終了。
第２Ｑ、幕総は第１Ｑ同様速攻で崩し、＃５宍倉を中心に攻め続け
る。紅陵は＃８京の３Ｐをきっかけに流れを掴みかけたところで第２
Ｑ終了。
第３Ｑ、紅陵はゴール下でのスクリーンプレイやパスランからの１対
１で攻めるが、幕総の速攻で紅陵の勢いを止める。
第４Ｑ開始直後、またもや幕総の速攻が出る。紅陵は＃１４栗原・＃
１５青柳で中→外を狙うが上手く決まらず、幕総の流れのまま試合
終了。１０６－５９で幕総が決勝にコマを進めた。

立ち上がりから両者とも積極的にシュートを決める。八千代＃７紙谷
の３Ｐから始まり、対する松陰も着々と得点を加算。八千代のディ
フェンスが２－２－１からのマンツーに変わるが、松陰は＃７秋山を
中心に速いゲーム展開をする。しかし、お互い得点が決まらず、両
者沈黙が続く。前半ラストから両者３Ｐが入りだすが、八千代の
シュートがよく入り、４１－３３と八千代がリードし前半を終える。
後半開始直後、八千代の３Ｐが決まるが、松陰も３Ｐなどを決め、１
ゴール差まで追い付く。再び１０点差まで離される松陰だが、バス
ケットカウントなどを着実と決め、３点差まで追い付く。さらに＃５染
谷がバスケットカウントを決め、同点となり第４Ｐへ。同点から始まっ
た第４Ｐは、八千代が先制するも、松陰が流れを掴み点差を広げて
いく。八千代は積極的にシュートへ行くがなかなか決まらず、ファウ
ルがかさむ。対する松陰はすべてのシュートを着実に決める。最後
まで粘り強いプレーを見せた松陰が９５－８２で勝利した。

我
孫
子

英和はオールコートマンツー、幕総はハーフコートマンツーからス
タート。英和は＃８伊藤のバスケットカウントから始まり、＃４藤岡の
ゲームメイクからミドルシュートを確実に決め、ディフェンスは中を徹
底的に潰し流れを作った。一方幕総は英和のディフェンスに苦しみ、
インサイドで攻められず、＃１３大坪がいい動きを見せるがミドル
シュートが決まらず、流れは英和のまま第１Ｑ終了。
第２Ｑは両チームメンバー交代があり、そこで流れを掴んだのが幕
総。＃１８山田・＃１４三澤のパスカット、＃６のカッティングの走るバ
スケを見せ、英和は焦りからミスやファウルが目立ち、幕総が流れ
を掴んだまま第２Ｑ終了。
第３Ｑは英和がメンバーを戻し一気に流れを掴む。やはり＃４藤岡
のオールラウンダーの攻めからリバウンドまで目立ったが、＃１４寺
田の３Ｐなど１人１人の得点能力は圧巻だった。幕総は＃４鶴見・＃
５齋藤が対抗するが、シュートが決まらず、大きく差が開き英和が勝
負を決めた。第４Ｑは一進一退の攻防で、英和の３Ｐ・ミドルシュー
ト、幕総の＃７金のインサイドで応戦するが流れは変わらず、１０９
－６４で英和が勝利した。

両チームともオールコートマンツーマンで試合スタート。お互いの特
性を探りながらの静かな立ち上がり。我孫子は＃５田口を中心とし
たパス回しに対し、茂原は粘り強いディフェンスと速いカバーディフェ
ンスで我孫子の１対１を守ったが、我孫子はそれを押し切った。２２
対１６茂原リードで第１Ｑ終了。変わらず両者オールコートマンツー
マンで第２Ｑ開始。我孫子の＃４辻井と＃５田口のドライブで我孫子
が追い上げる。第２Ｑ途中、茂原＃６鈴木がケガをして交代したが、
我孫子も流れを掴み切れず３６対３２と茂原が逃げ切った。第３Ｑ開
始で勝負に出ると思ったが、お互い何も仕掛けることのない状態が
続いたが、茂原は＃４江口のポストプレイを有効に使いつつ、＃７宮
崎の切れのあるドライブで点を稼ぐ。我孫子もそれに圧倒されなが
らも持ち前の１対１で切り込み、徐々に点を重ねるが、差は縮まらな
い。第４Ｑ茂原＃６鈴木が復活するも我孫子は動じることなく切り込
み、ファールを狙う。しかし茂原＃４江口の３Ｐが決め手となり、茂原
は逃げ切った。

A2 B2

幕
張
総
合

106 59

拓
大
紅
陵

109 64

幕
張
総
合

茂
原

70 64

船橋市総合体育館 A B 2011/5/13

八
千
代
松
陰

95

A1 B1

千
葉
英
和



Team A Team B Team A Team B

19 1Q 16 23 1Q 7
18 2Q 12 16 2Q 28
12 3Q 23 27 3Q 11
20 4Q 12 25 4Q 18

OT OT

Team A Team B Team A Team B

28 1Q 19 28 1Q 18
13 2Q 23 17 2Q 21
17 3Q 24 23 3Q 17
30 4Q 16 21 4Q 15

OT OT
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審判3人。両チームともハーフマンツーでゲームスタート。市船＃７
小牧のシュートや速攻がよく決まる。対する幕総は＃１１中村がドラ
イブなどをしかけシュートを打つが、なかなか決まらず市船が流れを
つかみ、２８－１９と市船リードで第１Qが終了する。第２Q、幕総は
ディフェンスをゾーンに変えると、市船はゾーンを崩せず、なかなか
得点が決まらない。対照的に幕総は＃５宍倉のゴール下でのシュー
トがよく決まり、流れを掴む。４１－４２と幕総が逆転し第２Qが終了
する。第３Q、幕総の速攻が２本連続で決まり、流れは幕総のままで
あったが、市船＃７小牧のドライブシュートなどで幕総に食らいつ
き、一進一退のゲームとなり、５８－６６幕総リードで第３Qが終了す
る。第４Q、市船のドライブからの合わせが決まり、幕総に追いつく。
市船＃１４内山が畳み掛けるように３Pを決めるが、幕総＃５宍倉が
シュートを決め、点取り合戦が始まるが、最後まで市船の勢いを止
めることができず、８８－８２で市船が勝利した。

試合開始直後、両チームとも積極的にシュートを狙うがなかなか点
につながらずファールがかさむ展開。前半東海は#5田代、#6篠原を
中心に得点を重ねリードを広げる。しかし、２Q中盤、高さを生かして
リバウンドを取るも点につながらず苦しい流れ。その間八千代松陰
は#6松本の３Pや#7秋山のドライブにより追いかけるが、東海#5田
代の連続ポイントにより前半45-39で後半を迎える。後半からも両者
一歩も譲らずシュートを打ち続けるが松陰の得点が伸び悩む。対す
る東海は#5田代#7中村を中心にリバウンドに積極的に飛び込み得
点につなげる。68-56で迎えた４Q,#6松本が開始2分で３Pを決め流
れをつかんだ松陰は#5染谷がバスケットカウントで１スローを決め8
点差。しかし、確実に得点を重ねていった東海大浦安が89-71で勝
利した。キャプテンである#4丸山が終始チームメイトに積極的に声を
かけ、よいムードを作り出し勝利を導いたのだろう。
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関東大会千葉県予選女子決勝は千葉英和対昭和学園の組み合わ
せで、初の３人制審判で行われた。第１Ｑ、英和はオールコートマン
ツーマン、昭和はハーフコートマンツーマンからスタート。スタート
ダッシュが持ち味の英和だが、活かしきれず＃４藤岡のプレーで何
とか点を重ねていく。一方昭和は＃９余郷を中心に速いパス回し
で、＃７村山のインサイドなどバランスの良い攻めを見せ、昭和リー
ドのまま第１Ｑ終了。第２Ｑ昭和が落ち着いた攻めを見せ、英和はな
かなかリズムをつかめず、＃８伊藤のインサイドなどで粘るが差を
広げられ、第２Ｑ終了。第３Ｑになり、英和の合わせのプレーが増
え、シュートが決まり始める。一方昭和はインサイドのプレーはある
が、徐々にポールが止まり始め、流れが止まる。そこで英和の＃１２
坪内の速い攻めで流れをつかみ、そのまま逆転し、第３Ｑ終了。第４
Ｑは出だしから昭和が確実に点を決め、差をつけるが英和も負けじ
とオールコートマンツーマンで昭和をあせらせ、リズムを作り差を縮
める。決勝にふさわしく最後まで目が離せない試合となったが、昭和
が逃げ切り、６９対６３で昭和が優勝した。

お互いオールマンツーマンでスタート。開始早々経済が持ち前のス
ピードとパワーを活かした１対１へ茂原を圧倒し、みるみる点を稼い
でいき、差をつけていく。一方茂原は経済の寄りの速さとディフェン
スの堅さで思うようにプレーができず７対２３で経済がリードする。と
ころが、第２Ｑ茂原が＃１２小高のゴール下でのパワープレイを始
め、＃７宮崎の１対１やフリースロー等で点を稼ぎ、流れが茂原にな
り、さらに３Ｐを２本決め差は一気に縮まった。しかし経済も＃５小林
の苦しいながらのジャンプシュートが２本決まり逆転は許さず、３５対
３９で前半終了。茂原はゾーンに切り替え経済のリズムを崩そうとす
るが、経済＃４の速いパス回しですぐに立て直す。茂原は思うように
得点が伸びず、４６対６６と経済は一気に差をつける。第４Ｑ、経済
の力強いディフェンスに茂原＃７宮崎がドライブで切り込み得点を稼
ぐ。しかし残り４分経済＃１１時田の速攻が続き最後までスピードは
衰えず９１対６４と経済が５位を決めた。
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会場 コート

Team A Team B Team A Team B

23 1Q 9 24 1Q 23
22 2Q 10 10 2Q 12
17 3Q 9 24 3Q 14
18 4Q 19 18 4Q 25

OT OT

Team A Team B Team A Team B

14 1Q 27 12 1Q 10
26 2Q 25 18 2Q 18
24 3Q 22 21 3Q 7
16 4Q 15 22 4Q 27

OT OT

船橋市総合体育館 C D 2011/5/13
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第１Q、昭和・市船共にマンツーマンディフェンスでスタート。市船は
スイッチの速いマンツーマンで守るが、後半から昭和の速い攻めに
より得点が開いてしまい９－２３で終了。
第２Ｑ、市船はディフェンスをゾーンに変え流れをつかもうとするが、
昭和は動じることなく、得点を重ね、１９－４５で終了。
第３Ｑ、昭和の優位は変わらない。しかし、後半、市船がメンバーを
代え、２－２－１から３－２のゾーンで流れをつかむが速攻でなかな
か得点につながらない。市船７番田口の３Ｐやドライブで仕掛ける
が、２８－６２で終了。
第４Ｑも市船は昭和の流れを変えることができず、市船も最後まで
粘るが４７－８０で昭和が快勝した。

両チームオールコートマンツーマンでスタート。市立柏＃４ヌンイラを軸に、経
済はアウトサイド中心に、一進一退の攻防で、市立柏＃４ヌンイラが、１Ｑ終
盤３つ目のファールで後退し、苦しくなる。２３－２４経済リードで開始した２
Ｑ、両チーム果敢に攻め込むが得点につながらず、残り３分市立柏がタイム
アウト。＃４ヌンイラが入り流れをつかみかけるが、経済も反撃し、３５－３４
市立柏リードで前半終了。３Ｑ、市立柏がゾーンを仕掛けるが、機能せず流
れはつかめず、中盤でマンツーマンに変えるが、経済＃１２眞芽の３Ｐで勢
いがつき、４９－５８経済リードで終了。４Ｑ、経済が勢いを保ち、点差を開く
が、残り５分市立柏タイムアウト後、＃４ヌンイラのバスケットカウントから一
気にリズムをつかみ、残り３５秒、＃７大和田のドライブで同点に追い付く。し
かし残り０．５秒経済＃５小林のバスケットカウントで７４－７６、千葉経済が
劇的な勝利を収めた。
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前半日体は、センターのハイローでインサイドを攻めるがなかなか
シュートが決まらない。それと同時に相手からファウルをもらってもフ
リースローが入らず得点が伸び悩む。対称的に市船は３Ｐが立て続
けに入り、日体がタイムアウトをとっても＃７小牧の３Ｐやミドル
シュートなどで流れを変えさせない。日体は２－３ゾーンで市船の速
い動きを封じにかかるが、市船の外からのシュートが良く決まり、結
果的にゾーンが効かなかった。
日体は＃１０王が一気に６得点決め、後半をスタートさせた。市船の
合わせをカットし流れを掴んだと思われたが、市船＃４西鶴のカット
やシュートで流れを戻した。そのまま＃７小牧の３Ｐなどが決まり、８
０－８９で市船が勝利した。

両チームハーフマンツーでスタート。第１Ｐは両チームともスクリーン
プレイやドリブルプレーで積極的にシュートを狙うが、シュートがなか
なか決まらず、東海が１２－１０とリードし第１Ｐを終えた。
第２Ｐ・第３Ｐと出だしは市柏が流れを掴むが続かず、東海の合わせ
やステップインにより流れを持って行かれ第４Ｐを迎えることになっ
た。
第４Ｐで市柏に疲れが出てきたのか、ファウルトラブルに苦しみリー
ドを許すが、後半に＃１１大崎を投入し、３Ｐで一時点差を詰めた。し
かし、市柏がリバウンドを取れず東海の速攻が増え、点差がなかな
か縮まらないまま東海が勝利を収めた。



Team A Team B Team A Team B

8 1Q 21 23 1Q 16
13 2Q 23 27 2Q 16
9 3Q 17 19 3Q 13

28 4Q 13 29 4Q 25
OT OT

Team A Team B Team A Team B

23 1Q 12 26 1Q 25
14 2Q 16 25 2Q 13
24 3Q 21 25 3Q 24
24 4Q 24 18 4Q 21

OT OT
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第１Ｑ、両チーム、マンツーマンでスタート。どちらも速い展開で攻め
るが、市船＃６堀田のスチールや好アシストにより、市船が流れを
掴む。幕総も動きの速いオフェンスで攻めるが、それ以上に市船の
ディフェンスが上回り、８－２１と市船リードで終了。第２Ｑ、残り７分
のところで市船がゾーンを仕掛け、ルーズボールやリバウンドなどで
点を重ねていく。幕総も果敢に攻めるが、得点につながらない。市
船＃８江連の３Ｐにより差は縮まらず２１－４４で終了。
第３Ｑ、両チームの好ディフェンスにより、前半に比べロースコアと
なった。市船は＃４岩佐の３Ｐやジャンプシュートなどで差を広げて
いき、３０－６１で第３Ｑ終了。第４Ｑ、幕張総合は＃７金のドライブや
好アシストで流れを掴もうとする。市船は次々とメンバーを替え、より
ディフェンスでプレッシャーをかけていく。速攻などで幕張総合は得
点を重ねるが、やはり追い付くことができず５８－７４で市船の勝利
で終わった。

女子3位決定戦
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両チームともオールコートマンツーマンでスタート。第１Ｑ前半、我孫
子＃９宇田川が市柏＃４ヌンイラにインサイドで奮闘するも、後半得
点が伸び悩む。市柏は確実に得点を重ね、１６－２３市柏リード。第
２Ｑ出だしから市柏はオールコートゾーンプレスでプレッシャーをか
け、勢いがつく。ベンチメンバーをすべて出す余裕もみせる。対して
我孫子は市柏の激しいディフェンスに手こずり得点が止まる。３２－
５０で第３Ｑスタート。市柏のディフェンスに慣れてきた我孫子は少し
ずつ点差を縮めていくが、市柏も内外バランスよく攻め差を引き離そ
うとする。４５－６９で第３Ｑ終了。第４Ｑ、我孫子が＃１２齋藤、＃１３
百崎の得点で勢いに始めるが市柏＃４ヌンイラ、＃７大和田を中心
に確実に得点する。我孫子が最後まで健闘するも市柏の高さを抑
えることができず７０－９８で市柏が７位と決めた。
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第１Ｑ、柏日体は＃１０王の高さを活かした攻撃や＃５山崎の
３Ｐ、パスカットなどで得点を重ね流れを掴む。しかし紅陵の
＃５渡邉や＃９小林の３Ｐが決まり一進一退の攻防が続くが
２８対３７で前半を終了。
後半は、紅陵がシュートを決めても、柏日体が入れ返す展開
で、前半の点差がなかなか縮まらない。柏日体＃１０王のバ
スケットカウントもあり、なかなか紅陵の流れに持っていくこと
ができなかった。８３対７３で柏日体が勝利し、３位で関東大
会の出場を決めた

両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。第１Ｑ市立
柏はファールトラブル。しかし八千代のフリースローが決まら
ず苦しむ。第２Ｑ八千代＃４安田の素早いドライブで流れを作
り出すもシュートが決まらず。八千代がタイムアウトを取り、両
チームともゾーンディフェンスに変わった。八千代がタイムア
ウトあけ先制点を取るが、市立柏にゾーンディフェンスを崩さ
れ、次々と得点を許し、リードを広げられた。５１対３８の１３点
差、市立柏リードで前半終了。第３Ｑ、出だしは市立柏がリー
ドするも、中盤から八千代が流れを掴む。第４Ｑ残り３分で八
千代がタイムアウトを取り、両チームともゾーンになった。タイ
ムアウトによって流れを切られた市立柏は八千代に得点を許
すが、第２Ｑの点差が響き、市立柏が９４対８３で勝利した。
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